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蝠 軋
八王子 選定 2か所目

｝
餞

聯
釉
鰈

同
協
会
が
２
０
０
６
年
に
発

表
し
た

「
日
本
１
０
０
名
城
」

に
続
き
、
全
国
の
推
薦
地
点
か

ら
、
知
名
度
や
歴
史
的
な
重
要

性
な
ど
か
ら
選
定
し
た
。

滝
山
城
は
１６
世
紀
前
半
の
築

城
。
の
ち
に
北
条
氏
康
の
支
配続 100名城 に選定 された滝 山城跡の中の丸広場

歿
鱚
瘍
儡
貧

彦
愉
魃
用

４
月
６
日
は

「
城
の
日
」
と
し
て
、
公
益
財
団
法
人
日
本

城
郭
協
会
は

「
続
日
本
１
０
０
名
城
」
を
発
表
、
多
摩
地
区

か
ら
は
八
王
子
市
の
滝
山
城
が
選
ば
れ
た
。
同
市
で
は
八
王

子
城
に
続
く
２
か
所
目
の
選
定
。
都
内
で
は
こ
の
ほ
か

「
品

川
台
場
」
が
選
ば
れ
、
江
戸
城
と
合
わ
せ
名
城
は
４
か
所
と

な

っ
た
。

下
と
な
り
、
三
男

。
氏
照
が
大

改
修
し

て
武
田
勢
の
侵
攻
を
食

い
止
め
る
な
ど
、
土
地
の
守
り

の

要
と

な

っ
た

。
ぼ

´や

塀

な

ど
は
な
い
が
、
土
塁
や
堀
の
跡

が
地
形
と
し
て
残

っ
て
い
る
。

地

元

の

滝

山

城

跡

文

化

協

会
、
加
住
地
区
町
会
な
ど
が
季

節
の
草
刈
り
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

ガ

イ

ド

、

甲

冑

隊

の
再

現

な

ど
に
取
り
組
み
、
保
全
と
Ｐ
Ｒ

に
努
め

て
き
た
。
同
市
も
昨
年
、

先
端
Ｉ
Ｔ
技
術
を
生
か
し
た

Ａ

Ｒ

（
拡
張
現
実
）
シ
ス
テ
ム
を

導
入
。
専
用
ア
プ
リ
を
入
れ
た

ス
マ
ー
ト

フ
オ
ン
を
城
跡

一
帯

の
指

定

ポ

イ

ン
ト

で
か

ざ

す

・

と
、
櫓
や
城
壁
、
甲
冑
武
士
団

が
実
際
の
風
景
に
溶
け
込
ん
で

見
え
る
よ
う
に
し
た
。

中
世
の
山
城
と
し
て
、
複
雑

な
構
造
と
里
山
の
景
観
か
ら
全

国
的
に
フ

ァ
ン
も
多
い
。
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
な
ど
と
し

て

滝
山
城
跡
の
保
全
と
Ｐ
Ｒ
に
携

わ
る
同
市
散
田
町
の
・矢
島
尚
司

さ
ん
（
７０
）
は
、
転
勤
が
多
く
全

国
の
城
を
見
て
き
た
経
験
か
ら

も
、

「
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と

い
い
、
複
雑
な
守
り
の
か
ら
く

り
と
い
い
江
戸
城
の
原
型
と
も

い
え
る
名
城
」
と
胸
を
張
る
。

今
回
の
選
定
に
つ
い
て
、
滝

山
城
跡
文
化
協
会
の
高
橋
清

一

会
長
（
７２
）
は

「
前
回
の
落
選
は

く
や
し
か

っ
た
。
あ
ら
た
め
て

す
む
い
城
だ
と
思
う
。
各
団
体

が
力
を
合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
た

結
果
で
、
本
当
に
う
れ
し
い
ビ

ッ
グ

ニ
ュ
ー
ス
」
と
喜
び
を
語

っ
た
。

石
森
孝
志
市
長
は

「
市
内
の

二
つ
の
中
世
城
郭
が
名
城
と
し

て
選
定
さ
れ
た
こ
と
は
光
栄
。

こ
れ
か
ら
も
史
跡
の
保
護
、
活

用

に
積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

８
日
に
は
、
桜
も
見
頃
を
迎

え
た
城
跡
内
の
中
の
丸
広
場
な

ど
で

「
滝
山
城
跡
桜
ま

つ
り
」

が
開
か
れ
る
。
午
後
１
時
か
ら

は
江
戸
幕
府
の
家
臣
団

「
千
人

同
心
」
の
装
東
に
身
を
包
ん
だ

武
士
団
に
よ
る
火
縄
銃
の
発
砲

披
露
、
甲
冑
隊
の
行
列
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ン
や
地
元

住
民
ら
に
は
う
れ
し
い
祭
り
と

な
り
そ
う
だ
。　
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